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DAPDNA-2プロセッサ搭載　評価キット

DAPDNA-EB5

開発期間の大幅な短縮

DAPDNA-EB5 (DAPDNA-2搭載評価ボード)
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0408-EB5

プログラム用 Serial ROM(SPI), (2Mビット)×4

イニシャル用 Serial ROM(SPI), (2Kビット)×1

DAPDNA-EB5アプリケーション使用例 DAPDNA-FW II統合開発環境無償トライアル

DAPDNA-EB5 主な仕様

プロセッサ

オンボードデバイス

外部インタフェース

ソフトウェア

DAPDNA-2

DDR-SDRAM

ROM

PCI

UART

Flash ROM

LCD

DIPSW

DNA Direct I/O

デバッグ

OS

ボード制御ライブラリ

PCI

サンプルコード

1

512Mバイト

3スロット

２チャネル

16Mバイト×１

（16文字×２列）×１

8ビット×2

6チャネル

デバッグ用インタフェース×１

各種I/Oドライバ

PCIドライバ等（2005年Q1サポート予定）

（2005年Q1サポート予定）

（2005年Q1サポート予定）

付属製品

DAPDNA-DB デバッギングボックス

DAPDNA-DB 主な仕様

インタフェース

表示部

イーサネット

ターゲットI/F

RS-232

LED

10BASE-T／100BASE-TX自動切換え

コネクタ：RJ-45

LED表示：リンク状態、10/100M送受信状態

独自プロトコル　LVDS信号

使用信号：TXD, RXD, RTS, CTS

ステータス表示（多色）

HDカメラ動画像処理

Direct I/O

Direct I/O
DBG

DAPDNA-EB5

Debugging Box

D V I

プログラム用 Serial ROM(SPI), (2Mビット)×4

デバッグ用インタフェースを介し、ホストPCの要求に従って実ター

ゲット上でアプリケーションプログラムをデバッグするためのコン

トローラです。

DAPDNA-2用統合開発環境のDAPDNA-FW II を3ヶ月間無償でご

使用いただけます。DAPDNA-FW II は、C言語からダイナミック・リコ

ンフィギュラブル・プロセッサへの直接コード生成が可能な高機能デ

ザインツールです。DAPDNA-EB5とFW II を使用してDAPDNA-2動

的再構成プロセッサの性能ポテンシャルとアプリケーション開発期間

の大幅な短縮をご確認いただけます。

HD（High Def ini t ion）カメラ等から取り込んだ画像を、DAPDNA-

EB5に実装されたお客様の動画像処理アルゴリズムで処理。その後、

DVI（D ig i t a l V i sua l I n t e r f ace）経由でモニターへ表示。また、

DAPDNA-DB デバッギングボックスを経由し開発試作段階において

デバッグを行なうことが可能です。ターゲット・ハードウェアの開発が

最終工程まで終了してからのデバッグ作業とは異なり、ハードウェア

開発をしながらデバッグを行なうことによりシステム開発期間の大

幅な短縮を実現します。




